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論文内容の要旨 
 
 
 教育者の間では、これまで学習者が自発的に質問をしないことに対し懸念があった。学習者が尋
ねる質問の多くは、認知レベルが低く、思考を促さない、正解がひとつだけの低次の質問である。
これに対して、認知レベルが高い、高次の質問は深い思考を促す。本論文では、英語による質問の
指導を受けた日本人大学生の学習者が、指導の結果、高次の質問ができるようになると同時に、質
問の際に感じるフェイス（面子）を保つ欲求をも低下させることができるか検証した。 
 まずブルームのタキソノミーに基づく 6種類の質問（記憶、理解、応用、分析、評価、創造）を
15週間にわたり 45人の大学生英語学習者に対して指導した。その結果、高次の質問（分析、評価、
創造）の頻度は指導前の 75問から指導後は 123問に増加し、低次の質問（記憶、理解、応用）は
145問から 102問に減少した。マクネマー検定により指導の効果を検証したところ、高次の質問数
は統計的に有意であることが示された (p = .05)。 
 次に英語による質問をすることに対して、不安感が低く動機付けが高い男子学大学生(LA/HM) と、
不安感も動機付けも高い男子大学生 (HA/HM) の質的データを比較した。その結果、2人の参加者
の質問の種類、グループディスカッションの他の学生との相互交流、及び質問の際のフェイス（面
子）を保つ欲求に差があることが示された。LA/HMの参加者は予め高次の質問をしようと意識しな
がら、そのような質問をした。グループディスカッションの際、有能なピアとして交通整理役を担
い、自らグループの他の学生に質問をするのみならず、彼らにも英語による質問するよう促した。
そうすることで、彼自身と他の学生双方の関連性と有能性のフェイス（面子）を保つ欲求が高めら
れた。一方、HA/HMの参加者は、英語による高次の質問をすることを困難に感じて、低次の質問
をより多く発した。グループディスカッションの際、自らの有能性のフェイス（面子）を保つ欲求
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が脅かされた HA/HMは日本語で話し、英語による質問をすることはほとんどなかった。 
 事例で扱った男子学生 2人以外の参加者にも面談を実施した。その結果、当初、英語による質問
に対する動機付けが低かった他の参加者も、本研究に参加したことで、英語の質問能力が高くなっ
たことが示された。以上、本研究結果より英語による高次の質問をする能力を高めることが、高等
教育における重要な目標である批判的思考力を高めると言える。 
 
 
論文審査結果の要旨 
 
 
 武田礼子氏による博士論文の論文審査委員会は、2017年 1月 16日 15時 10分より 16時 20分ま
で、国際基督教大学教育研究棟 247号室にて開催され最終審査が実施された。最終試験では、まず
武田氏より、クェイ教授（主査）及び富山・森島両教授に対し、ブルームのタキソノミーに基づく、
日本人大学生を対象とした英語での質問指導、ならびに大学生のフェイス（面子）を保つ欲求に関
する発表を 15分にわたり行った。 
 
 論文を入念に審査した結果、武田氏の研究の貢献度の高さ、また緻密な量的・質的データ分析が
実施されたことに関して委員全員の意見が一致した。武田氏はリサーチ能力・文章力にすぐれ、そ
の論文定稿では各委員からのフィードバックも反映されており、委員からは今後の出版に関する助
言がなされた。その結果、委員の全会一致を得て、本論文が博士の学位を授与するに値するものと
認められた。 
 武田氏の論文は、日本の大学英語教育の分野で大きく貢献している。まず本論文の土台である先
行研究の考察が、以下の３分野に関して十分になされている。(1) ブルームのタキソノミーを応用
して、学生に高次の質問をすることを指導；(2) 社会文化理論及びヴィゴツキーの概念と教室内相
互行為の関連；(3) フェイス（面子）を保つ欲求が語学学習者に及ぼす影響。本論文の調査法には、
英語による質問をすることに対して不安感が高い参加者と低い参加者を分類し、それぞれのフェイ
ス（面子）を保つ欲求を検証することを目的とした EQAS（英語による質問尺度）の開発も含まれ
る。15週間にわたり英語による質問の指導を受けた参加者のデータは質問紙のみならず、指導前お
よび指導後のタスク、グループディスカッション、そして参加者に対する個別面談からも収集され
た。トライアンギュレーションの技法を用い明確に示されたデータに対し、洞察力のある考察もな
されている。指導後、学生の英語の質問能力は高くなったという結果が示され、更に面談のデータ
でもみられるように、英語による質問をすることで参加者の英語のメタ認知スキルが向上し、それ
が全般的にクリティカル・シンキング（批判的思考）を高めることにも有益であると判明した。ま
た本論文では、英語による質問をすることに対して不安感が高い学生と低い学生を比較し、質問の
種類やディスカッションでのやり取りに見られる違いを通して、質問をする際のフェイス（面子）
を保つ欲求も考察されている。本論文から言えることは、「良い」質問ができることが、現役の大学
生にとってのみならず、将来のグローバル人材にとっても不可欠だということである。 
 審査委員会は、武田氏の卓越した取り組みと研究能力を高く評価し、博士論文の完成に祝意を表
す。 
